
日
立
は
２
０
０
９
年
３
月
期
の
決
算
に
お
い
て
、
７
８

７
３
億
円
と
い
う
製
造
業
最
大
の
赤
字
を
発
表
し
ま
し
た
。

社
長
と
会
長
は
交
代
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
の

ど
こ
が
問
題
な
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
反
省
は
あ
り
ま

せ
ん
。
過
去
10
年
間
に
わ
た
り
、
日
立
は
米
国
式
の
株
主
優
先

の
経
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
モ
ノ
づ
く
り
に
責
任
を
負

わ
な
い
投
機
的
な
株
主
の
た
め
に
、
人
件
費
を
削
減
し
な

が
ら
配
当
を
行
い
、
役
員
自
ら
も
報
酬
を
引
き
上
げ
て
、

分
け
前
を
享
受
し
て
き
た
の
で
す
。
働
く
人
に
犠
牲
を
押

し
付
け
て
、
高
収
益
構
造
＝
も
う
け
優
先
の
経
営
に
転
換

し
よ
う
と
し
た
結
果
が
、
今
回
の
赤
字
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

企
業
は
株
主
や
経
営
者
だ
け
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
来
は
、
そ
こ
で
働
き
、
製
品
を
作
り
出
す
人
も
含
め
た

み
ん
な
の
も
の
で
す
。
派
遣
社
員
も
含
め
、
日
立
で
働
く

す
べ
て
の
人
に
、
生
活
を
保
障
し
、
教
育
で
人
を
育
て
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) 止めよう派遣切り、ゆるすな賃金カット

これでいいのか？日立の経営
株
主
優
先
の
経
営
が
失
敗

儲
か
ら
な
い
事
業
は

分
社
化
で
解
決
？

日
立
製
作
所
は
薄
型
テ
レ
ビ
な

ど
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事
業
お
よ
び
自

動
車
機
器
事
業
を
分
社
化
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
赤
字

状
態
で
の
分
社
化
の
た
め
、
分
社
化

後
も
、
労
働
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る

リ
ス
ト
ラ
の
押
し
つ
け
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
儲
か
ら
な
い
事
業
を
切
り

捨
て
、
儲
か
る
事
業
を
取
り
込
む

だ
け
で
は
、
あ
ま
り
に
も
安
易
で

無
責
任
な
経
営
施
策
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
日
立
製
作
所
自
身
が

直
接
事
業
を
継
続
し
、
黒
字
化
に

責
任
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、
経
営
者

の
責
任
の
は
ず
で
す
。

派遣・請負社員の待遇は

企業再生の試金石
派遣・請負社員の活用は、企業にとって

最大の人件費削減でした。不況だからと言っ

て、派遣社員等を切り捨てる企業に未来は

ありません。彼らの待遇改善をして、能力

を生かすことこそ、企業の力強い再生を可

能にすることになるでしょう。内部留保は、

このためにこそ使うべきです。

なぜ起こる相次ぐ不祥事
「省エネ大賞」を受賞した冷蔵庫の”偽装

エコ宣伝”、原子力発電所の配管検査記録の

”データ改ざん”など、不祥事が相次いで

います。このような不祥事の起こる背景には、

コンプライアンス（法令順守）よりも業務命

令が優先される体質があるのではないでしょ

うか。サービス残業などの違法行為が平然と

行われる体質こそ、改善が必要です。

FIVにしがみつくほど泥沼に
日立はFIV（Future Inspiration Value）という指標

（日立式経済的付加価値）により、事業の評価を行い、2

年連続赤字の場合は、その事業から撤退するとしています。

しかし、このFIVは投機で儲けようとする株主優先のため

の指標であり、「モノづくりで社会に貢献する」という考

え方とは、相容れないものです。株主優先の経営は、アメ

リカに見るようにモノづくりの崩壊です。

成
果
主
義

で失
わ
れ
る

企

業
の

総

合

力

成
果
主
義
の
導
入
は
、
社
員
の
協
力
関

係
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
員
が

競
争
し
て
も
、
企
業
の
力
が
強
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
企
業
の
総

合
力
は
、
社
員
の
協
力
に
よ
っ
て
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内部留保



●大みかの場合
「ワークシェア休日は出勤届けが厳しいので、土曜日に

出勤した」「今度の金曜日はワークシェア休日だが、工程

が遅れているので出勤してほしい」など、作業量消化の前

にワークシェア休日は形骸化しています。ワークシェア休

日も駐車場は平日の６割程度駐車で、相当の人が出勤して

います。そして出勤者の多くは無給の労働です。

●小田原の場合

日立の「09時短取組日」が、RSD事業部で4月20日実施さ

れました。日立労組と協定を結んでいる正社員は休日とな

りましたが、請負・派遣労働で契約をしている人たちは、

日立労組との協定に拘束されず出勤していました。無給の

休日となってしまう組合員に対し、一日分の賃金を確保で

きる非組合員には、当然ともいうべき話です。

一方、日立の孫会社で働く労働者は、日立の社員と同じ

「09時短取組日」による3％カットの影響を受けています。

もともと本体より30％カットされた賃金のうえに、3％の

上乗せはとても痛い話です。

年
間
純
利
益
の
八
割
以
上
を
株
主
配
当
に

例
年
よ
り
早
く
連
休
前
の
４
月
27
日
に
期
末

決
算
の
発
表
が
あ
っ
た
。
「
世
界
同
時
不
況
」

と
急
激
か
つ
大
幅
な
円
高
に
よ
り
連
結
で
の
当

期
純
利
益
は
約
67
％
減
の
50
億
円
に
と
ど
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
売
上
高
営
業
利
益
率
は
８
％
を

確
保
。
期
末
配
当
を
予
定
よ
り
引
下
げ
て
も
、

一
株
当
た
り
年
間
41
円
（
日
立
本
体
は
３
円
）

で
、
年
間
配
当
金
総
額
は
41
億
円
と
、
純
利
益

の
82
％
を
超
え
る
金
額
に
。

働
く
者
の
年
間
一
時
金
は
20
万
円
以
上
ダ
ウ

ン
な
の
に
、
ま
さ
に
株
主
優
先
と
は
こ
の
事
か
、

日
立
の
子
会
社
に
な
っ
て
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
搾
り

取
ら
れ
る
の
で
は
と
、
不
安
が
語
ら
れ
て
る
。

日
立
工
機

実
効
あ
る
「
Ｆ
．
Ｆ
プ
ラ
ン
」

更
新
！
乞
う

日
立
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
「
女
性
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
が
始
ま
っ
て
、
３
年
近
く
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
９
年
前
よ
り
始
ま
っ

た
「
Ｆ
．
Ｆ
プ
ラ
ン
」
の
推
進
―
育
休
制
度
、

短
時
間
勤
務
制
度
、
Ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
の
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
各
事
業
部
の
推
進
担
当
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
を
、
本
社

の
指
示
の
も
と
に
具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
育
休
を
取
り
づ
ら
い
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
者
や
、

短
時
間
勤
務
を
利
用
し
た
人
た
ち
の
素
直
な
意

見
や
要
望
を
も
っ
と
吸
収
し
、
反
映
で
き
る
よ

う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
や
、
多
数
の
女
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
幅

広
い
職
務
、
職
種
の
人
た
ち
（
男
性
も
含
め
た
）

か
ら
の
調
査
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
立
・
小
田
原

も
う
け
主
義
が

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
破
壊

帰
宅
し
た
ら
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
日
立

の
冷
蔵
庫
の
省
エ
ネ
資
材
使
用
は
ウ
ソ
で
あ
る

と
公
正
取
引
委
員
会
が
摘
発
し
た
と
、
う
ん
ざ

り
す
る
ぐ
ら
い
何
度
も
放
送
し
た
。

最
近
、
談
合
に
よ
る
営
業
停
止
、
原
発
で
の

デ
ー
タ
ー
の
改
ざ
ん
な
ど
続
い
た
。
従
業
員
に

は
日
ご
ろ
法
令
遵
守
を
命
令
し
お
い
て
守
っ
て

い
な
い
で
は
な
い
か
。

大
資
本
株
主
優
先
の
新
自
由
主
義
的
な
会
社

経
営
で
、
も
う
か
れ
ば
な
ん
で
も
あ
り
と
い
う

成
果
主
義
が
日
立
の
中
に
、
は
び
こ
っ
て
い
る

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

日
立
・
国
分

事
業
統
合
発
表
に
不
安
の
声

Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
と
の
事
業
統
合
が
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
状
況
を
受
け
て
、
職
場
内
で
は
「
不

安
の
声
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
聞
報
道
で
は
、
投
資
額
が
重
い
前
工
程

は
海
外
三
ヶ
所
を
含
め
07
年
度
末
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ

レ
に
13
、
ル
ネ
サ
ス
に
12
、
合
計
25
あ
る
。
こ

れ
を
来
春
ま
で
に
各
８
に
減
ら
し
て
16
に
す
る

と
言
っ
て
い
る
が
本
当
か
？
」

「
ル
ネ
サ
ス
の
再
生
を
期
待
し
て
大
幅
な
賃

金
カ
ッ
ト
な
ど
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
一
方

で
こ
う
し
た
事
業
統
合
を
進
め
て
い
た
と
は
信

じ
ら
れ
な
い
。
社
長
交
替
も
そ
の
布
石
で
あ
っ

た
の
か
？
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

自
転
車
通
勤
、
大
流
行
？

日
立
オ
ム
ロ
ン
で
は
、
大
幅
な
減
産
と
（
豊

川
）
Ｉ
Ｅ
メ
カ
へ
の
生
産
拠
点
移
転
で
大
変
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ａ
部
門
で
は
豊
川

と
旭
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
仕
事
を
こ

な
し
た
り
、
中
国
向
け
の
業
務
へ
の
人
の
集
中

で
、
国
内
製
品
へ
の
対
応
が
充
分
で
き
な
い
状

態
と
な
り
、
「
中
国
頼
み
で
よ
い
の
か
」
「
中

国
だ
け
で
は
上
海
万
博
の
後
が
不
安
」
の
声
が

出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
で
は
昨
年
の
今
頃
は
１
０
０
時

間
を
越
え
る
残
業
が
あ
っ
た
人
も
今
は
ほ
と
ん

ど
ゼ
ロ
残
業
、
「
少
し
で
も
出
費
を
減
ら
す
た

め
の
自
転
車
通
勤
」
が
今
職
場
で
大
流
行
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
干
上
が
っ
て
し
ま
う
」
の
声

も
。

日
立
オ
ム
ロ
ン
・
旭

振
り
替
え
休
日
の
実
施

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水
で
は
、
今
年

度
上
期
の
生
産
量
減
少
の
た
め
、
下
期
か
ら
の

振
り
替
え
休
日
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
５
月
に
１
日
、
６
月
に
２
日
の
計
３
日
が
、

新
た
に
休
日
と
な
り
、
９
、
10
、
11
月
の
祝
日

等
の
休
日
が
出
勤
と
な
る
予
定
で
す
。

職
場
で
は
「
無
給
休
日
よ
り
は
マ
シ
か
な
」

「
下
期
も
生
産
量
が
上
向
か
な
か
っ
た
ら
、
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
「
生
産
量
減
少
で
、
派
遣

社
員
の
雇
用
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
な
ど
の
声

が
出
て
い
ま
す
。
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

● 新型インフルエンザ

新型インフルエンザが日本にも入ってきて、
毎日マスコミの報道はこのニュースでもちきり

です。感染者が何人増えたのか、などの情報が時間単
位で報道されています。
しかし、本格的な流行はまだこれからです。大流行
が始まったら (今でもそうかもしれませんが )医療現場
は大混乱になるはずです。今から、先のことを考えて
対策を取ることが重要だと思います。
こんな時期に、偶然体調が悪くなったりすると、変
に心配してしまったり心配されたりするものですが、
そんな時は思い切って休養を取るのが良い
のではないでしょうか。十分な休養はイン
フルエンザ対策の重要なポイントでもあり
ます。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

無給休日の実態


